


















































































































































































































































平均値 N 標準偏差（SD） t	値 自由度 有意確率（両側）
前効力感 28.78＊ 183 4.85 － 2.44 182 .016




















効力感（低群28.52 ／高群30.48）が１％水準の有意（Ｆ（1,181）＝ 7.55，p＜ .01）であり、ど












平均値 27.10＊＊ 28.52＊＊ 1.42
度数 82 82 82




平均値 30.14＊＊ 30.48＊＊ .34
度数 101 101 101
標準偏差 4.60 4.39 4.30
合計
平均値 28.78＊ 29.60＊ .82
度数 183 183 183

















































平均値 28.48 30.02 1.54
度数 62 62 62
標準偏差 4.99 4.54 2-
子ども
目標群
平均値 28.93 29.39 .46
度数 121 121 121
標準偏差 4.80 5.03 4.56
合計
平均値 28.78＊ 29.60＊ .82
度数 183 183 183

















































平均値 27.07 ＊＊ 27.62＊＊ .55
度数 90 90 90
標準偏差 4.18 4.07 4.77
本来感
高群
平均値 30.43 ＊＊ 31.52＊＊ 1.09
度数 93 93 93
標準偏差 4.91 4.82 4.39
合計
平均値 28.78 ＊ 29.60＊ .82
度数 183 183 183















平均値 25.76 28.82 3.06 †
度数 29 29 29
標準偏差 4.60 5.16 4.96
子ども
目標群
平均値 27.83 28.36 .53
度数 53 53 53






平均値 30.85 31.06 .21
度数 33 33 33
標準偏差 4.06 3.68 3.76
子ども
目標群
平均値 29.79 30.19 .40
度数 68 68 68




























































平均値 26.13 26.83 .70
度数 48 48 48
標準偏差 4.15 4.85 5.04
本来感
高群
平均値 28.47 30.91 2.44
度数 34 34 34






平均値 28.14 28.52 .38
度数 42 42 42
標準偏差 3.99 2.71 4.49
本来感
高群
平均値 31.56 31.86 .31
度数 59 59 59














平均値 26.31 28.00 1.69
度数 26 26 26
標準偏差 4.07 3.92 4.82
本来感
高群
平均値 30.03 31.47 1.44
度数 36 36 36





平均値 27.38 27.47 .09
度数 64 64 64
標準偏差 4.21 4.14 4.71
本来感
高群
平均値 30.69 31.54 .85
度数 57 57 57























































































































・Gibson,	 S. ＆	Dembo,	M.	H.（1984）Teacher	efficacy	 :	A	construct	validation. 	 Journal	 of	Educational	
Psychology，76，569-582
・Ashton,	P.	T.（1985）Motivation	and	 the	 teacher’s	sense	of	efficacy.	 In	Ames,	C.	and	Ames, 	R（Eds）	
Research	on	Motivation	in	Education.	Academic	Press.
・坂野雄二・東條光彦（1986）「一般性セルフ・エフィカシー尺度作成の試み」行動療法研究，12，73-82
・鎌原雅彦・樋口一辰・清水直治（1982）「Locus	of	Control尺度の作成と、信頼性、妥当性の検討」教育心理
学研究，30，38-43
27
前田：保育専攻生における保育実習経験の効果に関する研究
・水野里恵（2001）「幼児教育専攻学生の保育効力感－その発達過程と保育実習自己評価との関連－」愛知江南
短期大学紀要，30，97-110
・石川隆行（2003）「保育者を目指す短大生の保育者効力感について」一宮女子短期大学研究報告，42，315-
322
・中村多見（2006）「保育学生の保育観（１）－保育者効力感の発達－」高松大学紀要，45，197-206
・西山修（2006）「幼児の人とかかわる力を育むための多次元的保育者効力感尺度の作成」保育学研究，44（２），
150-159
・小薗江幸子（2009）「保育実習自己効力感尺度作成の試み」淑徳短期大学研究紀要，48，123-135
・長谷部比呂美（2006）「保育者を目指す学生の志望動機と資質能力の自己評価」淑徳短期大学研究紀要，45，
115-130
・内田雅代・古谷佳由理・兼松百合子・中村美保（1993）「小児看護実習における学生のこどもに対するイメー
ジの変化について」千葉大学看護学部紀要，15，35-43
・上長然（2010）「保育者養成課程学生における保育実習を通した「こども」イメージの変容」近畿大学豊岡短
期大学論集，７，31-39
・森知子（2003）「保育者を志す学生の自己効力感と実習評価の関連」臨床教育心理学研究，29，No1，31-39
・吉田祥子・田島司（2010）「保育専攻学生における保育職の適性に関する研究－実習の前後にみる保育職の認
知の変容について－」北九州市立大学文学部紀要，17，61-74
・伊藤正哉・小玉正博（2005）「自分らしくある感覚（本来感）と自尊感情がwell-beingに及ぼす影響の検討」
教育心理学研究，53，74-85
・小笠原眞弓・谷口恵理香・室みどり（2010）「保育所実習を通した学生の省察点」信愛紀要，50，25-32
・森知子（2010）「保育者養成実習における教授－学習過程の特徴　－実習生の学習行動を構成する要素につい
て－」聖和論集，38，55-65
謝辞
　本研究を行うにあたり、ご指導くださいました東北福祉大学の木村進先生に深く感謝申し上げます。また、
本研究に関する調査のご協力を頂いた小松秀茂先生（尚絅学院大学）、西浦和樹先生（宮城学院女子大学）、和
田明人先生（東北福祉大学）、並びにご回答いただいた保育専攻生の皆様に心より感謝申し上げます。
付記
　本研究は、東北福祉大学通信制大学院総合福祉研究学科福祉心理学専攻における修士論文「保育専攻生にお
ける保育実習経験の効果について－保育者効力感変化を中心に－」（2013）の一部を修正、加筆したものである。
